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毎
年
９
月
議
会
は
前
年
度
の
決
算
の
認

定
や
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
の
多
い
議
会

で
す
。

　
本
議
会
に
お
い
て
議
員
報
酬
の
改
正
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
員
の
報
酬

を
来
年
の
５
月
か
ら
一
律
５
万
円
増
額
す

る
も
の
で
、
一
般
の
議
員
は
月
額
が
18
万

円
か
ら
23
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
前

回
の
選
挙
が
定
数
割
れ
の
無
投
票
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員
会
が
各

地
域
を
回
っ
て
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
際
、

議
員
定
数
や
報
酬
に
関
す
る
意
見
が
多
く

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
が
町
長
に
要

請
し
、
町
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
て
答

申
を
得
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
３
月
議
会
で
次
の

選
挙
か
ら
２
名
減
員
し
て
12
名
に
す
る
こ

と
が
既
に
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
町
議
会
議
員
選
挙
は
来
年
の
４
月

で
す
。
今
回
の
改
正
で
一
人
で
も
多
く
の

方
が
立
候
補
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
青
木
　
浩
明
） 

　令和８年７月１５日（水）～１７日（金）までの３日間、黒潮町議会の先進地視察研
修を行いました。今回は１４名中１３名が参加し、１日目は岡山県西粟倉村において
ローカルベンチャー（※１）の取り組み、２日目は鳥取県湯梨浜町において議会改革の
手法について、３日目は島根県雲南市において小規模多機能自治（※２）と雲南ソー
シャルチャレンジバレー（※３）について研修を行いました。研修後は全員がレポート
を提出し、研修の成果を今後の黒潮町のために活かして行くことを確認しました。

　

鳥取県湯梨浜町での研修岡山県西粟倉村での研修

島根県雲南市での研修（小規模多機能自治） 同左（ソーシャルチャレンジバレー）

先進地視察研修を行いました！



９月定例会令和8年
　
９
月
定
例
会
を
、
９
月
４

日
か
ら
９
月
15
日
ま
で
の
12

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
は
決
算
の
認
定

12
件
、
条
例
の
改
正
２
件
、

補
正
予
算
６
件
、
計
画
の
変

更
１
件
、
計
画
の
策
定
１
件

の
計
22
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、

下
記
の
と
お
り
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

議案

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31
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34

35

結果

原案認定

原案認定

原案認定
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原案認定

原案認定
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原案可決
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和７年度黒潮町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和７年度黒潮町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認

定について

令和７年度黒潮町宮川奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

令和７年度黒潮町給与等集中処理特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

令和７年度黒潮町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

令和７年度黒潮町国民健康保険直診特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

令和７年度黒潮町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和７年度黒潮町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

令和７年度黒潮町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について

令和７年度黒潮町情報センター事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて

令和７年度黒潮町集落排水事業特別会計決算の認定について

令和７年度黒潮町水道事業特別会計決算の認定について

黒潮町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について

黒潮町手数料徴収条例の一部を改正する条例について

令和８年度黒潮町一般会計補正予算について

令和８年度黒潮町宮川奨学資金特別会計補正予算について

令和８年度黒潮町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について

令和８年度黒潮町国民健康保険事業特別会計補正予算について

令和８年度黒潮町介護保険事業特別会計補正予算について

令和８年度黒潮町介護サービス事業特別会計補正予算について

鈴・熊野浦辺地に係る総合整備計画の変更について

馬荷辺地に係る総合整備計画の策定について

件　　　名

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

●
黒
潮
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

■
旅
費

　
　
　
　
　
　  

１
９
３
万
円

■
物
価
高
騰
対
策
子
育
て
応

援
臨
時
給
付
金

　
　
　
　
　  

１
０
６
２
万
円

■
私
立
保
育
所
委
託

　
　
　
　
　  

１
３
６
３
万
円

■
日
本
語
指
導
員
報
酬

　
　
　
　
　
　

１
１
９
万
円

●
そ
の
他
付
託
を
受
け
た
議

案

EV車

AED

3 2026.11.12026.11.1 22026.11.12026.11.1
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●
７
年
度
黒
潮
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■
ふ
る
さ
と
納
税

７
億
５
４
１
９
万
円

■
ご
み
袋
作
製
委
託
料

　
　
　
　
　
　  

４
３
７
万
円

　
　
近
隣
自
治
体
で
は
ご
み

袋
作
製
に
苦
慮
し
て
い
る
と

聞
く
が
本
町
は
ど
う
か
。

●
救
急
搬
送
時
の
帰
宅
困
難

者
助
成
事
業
　
　  

　
７
千
円

　
　
実
績
が
２
件
と
の
こ
と

で
あ
る
が
町
民
へ
の
周
知
な

ど
は
ど
う
か
。

●
黒
潮
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
８
年
度
黒
潮
町
一
般
会
計

補
正
予
算

■
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
生

エ
ネ
推
進
交
付
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　  

７
９
９
万
円

■
水
産
業
総
務
費
旅
費

　
　
　
　
　
　
　
　

55
万
円現在、後継者も操業しているはえ縄漁。放流の成果が見られるようになった白アマダイ 入野小学校設置の太陽光発電設備

人気のふるさと納税返礼品カツオ

一
般
質
問

漁業振興

今の漁業、どう守るか

課題を把握し、支援策を検討する

澳本 哲也 議員
おく もと てつ  や

今
西
海
洋
森
林
課
長

今
西
海
洋
森
林
課
長

今
西
海
洋
森
林
課
長

秋
森
産
業
推
進
室
長

5 2026.11.12026.11.1 42026.11.12026.11.1
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※
)

人口減少対策

定住促進には働く場が不可欠では

仕事でなく住居のことが多い

人口減少対策に取り組む黒潮町 （写真―㊧本庁舎、㊨佐賀支所）

浅野 修一 議員
あさ  の   しゅういち

拳
ノ
川
イ
ン
タ
ー
・

不
破
原
間
改
良
は

関
係
機
関
と
連
携
協

議
を
行
う

道路整備

横
浜
ト
ン
ネ
ル
南
の
交

差
点
信
号
矢
印
等
を

関
係
機
関
と
協
議
す

る

交通安全

75
歳
以
上
の
老
々
介

護
37
％
対
策
は

関
係
機
関
連
携
し
家

族
負
担
軽
減

高齢者の暮らし

町の振興

人口９５６１人今後の施策は

各課が施策協議し実行する

矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

国道56号横浜トンネル南側交差点

深
木 

建
設
課
長

深
木 

建
設
課
長

今
西 

海
洋
森
林
課
長

秋
森 

産
業
推
進
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

斉
藤 
農
業
振
興
課
長

大
西 

町
長

河
村 

地
域
住
民
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長
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横
浜
ト
ン
ネ
ル
南
の
交

差
点
信
号
矢
印
等
を

関
係
機
関
と
協
議
す

る

交通安全

75
歳
以
上
の
老
々
介

護
37
％
対
策
は

関
係
機
関
連
携
し
家

族
負
担
軽
減

高齢者の暮らし

町の振興

人口９５６１人今後の施策は

各課が施策協議し実行する

矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

国道56号横浜トンネル南側交差点

深
木 

建
設
課
長

深
木 

建
設
課
長

今
西 

海
洋
森
林
課
長

秋
森 

産
業
推
進
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

村
越 

企
画
調
整
室
長

斉
藤 

農
業
振
興
課
長

大
西 

町
長

河
村 

地
域
住
民
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長
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矢野 依伸 議員
や   の　  よりのぶ

中稲の刈り取り（馬荷）

米
農
家
一
段
と
離
農

へ
進
む

厳
し
い
状
況

　
町
で
も
協
議
開
始

新米価格問題

町
道
路
面
修
繕
取
り

組
み
状
況
は

現
地
確
認
し
対
応

新
た
な
財
源
要
望
へ

町道維持管理

消防屯所建替

拳ノ川分団屯所早期着工を

建設場所を決定し着手を目指す

拳ﾉ川分団屯所候補地(こぶしの里北側)

山本 牧夫 議員
やま もと  まき  お

宮
川 

情
報
防
災
課
長

宮
川 

情
報
防
災
課
長

老
朽
４
分
団
屯
所

　
建
替
計
画

地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
進
め
る

佐賀地域屯所

大
西 

町
長

佐
田 

総
務
課
長

斉
藤 

農
業
振
興
課
長

河
村 

ま
ち
づ
く
り
課
長

河
村 

ま
ち
づ
く
り
課
長
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※
)

ふるさと納税

今後の取り組みは

外商と共に進める

野
村
健
康
福
祉
課
長

渡
辺
教
育
次
長

子
ど
も
教
室
で
宿
題
を

済
ま
せ
る
児
童
た
ち

放課後子ども教室

現状の課題と今後の方向性は

ニーズを整理し支援の輪広げる

手話言語条例

制
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

年
度
内
制
定
に
向
け
て
取
り
組
む

山本 久夫 議員
やま もと ひさ  お

秋
森
産
業
推
進
室
長
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住
宅
内
で
の

　
対
策
の
充
実
を

今
後
も
丁
寧
な

　
　
周
知
啓
発
を

震災対策

行政運営

県
の
「
賢
い
縮
小
」 

概
要
は

一
元
化
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
維
持
を

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

暗
中
の
地
震
時
、
屋
外
脱
出
に

強
い
味
方
と
な
る
懐
中
電
灯
と

靴
、バ
ー
ル（
又
は
金
づ
ち
）

宮地 葉子 議員
みや   ぢ　 よう  こ

地
域
や
人
の
特
定
に

つ
な
が
ら
な
い
か

人
権
教
育
の
一
環
と

捉
え
て
い
る

同和問題

渡
辺 

教
育
次
長

宮
川 

教
育
長

校
庭
の
天
然
芝
化
に
取
り
組
む

大
方
高
校（
令
和
８
年
９
月
）

大
西 

町
長

宮
川 

情
報
防
災
課
長
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地域交通の未来

柔軟な助け合いの移動支援を

助け合い移動支援を検討中

松原の功績をたたえる石碑

水野 佐知 議員
みず  の      さ   ち

介
護
者
の
孤
立
を
防

ぐ
対
策
を

交
流
の
場
や
介
護
講

座
を
検
討

持ち上げない介護

村
越
企
画
調
整
室
長

野
村
健
康
福
祉
課
長

野
村
健
康
福
祉
課
長

黒
潮
町
モ
ビ
リ
テ
ィ
　
く
じ
ら
ん

トイレ介助をする高齢者

小松 孝年 議員
こ  まつ たかとし

入野松原１００周年

記念行事の事業計画と基本方針は

　事業計画の中で協議を進めている

今
西
海
洋
森
林
課
長

宮
川
情
報
防
災
課
長

渡
辺
教
育
次
長

液
状
化
対
策
に
つ

い
て
の
認
識

ソ
フ
ト
対
策
の
強

化
が
重
要

南海地震対策

宮川竹馬翁頌徳碑谷忠澄、堀内雍喜氏の頌徳碑
やす   よし
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裏表紙裏表紙

議案表決一覧表議案表決一覧表
委員会のうごき委員会のうごき
　　　　　　　   　　　　　   ((一般質問)  一般質問)  ※ 質問と答弁の概要を記載
議会視察研修・編集後記議会視察研修・編集後記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
毎
年
９
月
議
会
は
前
年
度
の
決
算
の
認

定
や
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
の
多
い
議
会

で
す
。

　
本
議
会
に
お
い
て
議
員
報
酬
の
改
正
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
員
の
報
酬

を
来
年
の
５
月
か
ら
一
律
５
万
円
増
額
す

る
も
の
で
、
一
般
の
議
員
は
月
額
が
18
万

円
か
ら
23
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
前

回
の
選
挙
が
定
数
割
れ
の
無
投
票
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員
会
が
各

地
域
を
回
っ
て
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
際
、

議
員
定
数
や
報
酬
に
関
す
る
意
見
が
多
く

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
が
町
長
に
要

請
し
、
町
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
て
答

申
を
得
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
３
月
議
会
で
次
の

選
挙
か
ら
２
名
減
員
し
て
12
名
に
す
る
こ

と
が
既
に
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
町
議
会
議
員
選
挙
は
来
年
の
４
月

で
す
。
今
回
の
改
正
で
一
人
で
も
多
く
の

方
が
立
候
補
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
青
木
　
浩
明
） 

　令和８年７月１５日（水）～１７日（金）までの３日間、黒潮町議会の先進地視察研
修を行いました。今回は１４名中１３名が参加し、１日目は岡山県西粟倉村において
ローカルベンチャー（※１）の取り組み、２日目は鳥取県湯梨浜町において議会改革の
手法について、３日目は島根県雲南市において小規模多機能自治（※２）と雲南ソー
シャルチャレンジバレー（※３）について研修を行いました。研修後は全員がレポート
を提出し、研修の成果を今後の黒潮町のために活かして行くことを確認しました。

　

鳥取県湯梨浜町での研修岡山県西粟倉村での研修

島根県雲南市での研修（小規模多機能自治） 同左（ソーシャルチャレンジバレー）

先進地視察研修を行いました！


